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資料１

ア　施設別利用状況の推移

区　分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

スタジオ 556 484 0 38

LL・パソコン室 211 186 57 63

教材制作室 74 56 106 50

試写室 4 3 4 0

合　　計 845 729 167 151

開館日数 281 274 264 194

・コロナの影響により令和2年2月よりスタジオの貸出を休止したため，令和2年度は大きく減少したが，施設の

　換気能力を踏まえ，貸出時間や利用人数の制限等の運用を見直すことで，令和3年11月より貸出を再開。

　パソコン室については，コロナ禍による利用団体の「利用控え」の傾向が継続している。

・令和2年3月からコロナの影響により，令和元年度は18日間，令和2年度は27日間を休館。

・令和3年度はコロナの影響による休館が27日間，空調工事に伴う休館が24日間，計51日間を休館。
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（１）視聴覚ライブラリー利用状況について

・平成30年度から令
和2年度までは，年
間の利用状況及び
開館日数。
・令和3年度は1月31
日までの利用状況
及び開館日数。
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イ　視聴覚教材貸出本数

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

16ミリフィルム 258 256 167 180

ビデオテープ 6 21 18 0

ビデオディスク 991 929 576 588

その他AV教材 1 0 4 0

合　　計 1,256 1,206 765 768

・コロナの影響を受け令和2年度に大きく減少し，令和3年度においても，ほぼ横ばいの傾向である。

・前回の委員会での意見を踏まえ，貧困や環境・食糧問題等SDGsを取扱った日本ユニセフ協会制作の，

  DVD教材を整備した。　
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・平成30年度か
ら令和2年度ま
では，年間の貸
出本数。
・令和3年度は1
月31日までの貸
出本数。
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ウ　視聴覚機材貸出点数

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

学校教育
364 475 634 413

社会教育
3,331 3,179 2,149 1,556

その他 916 1,089 556 629

合　　計 4,611 4,743 3,339 2,598

・コロナの影響を受け令和2年度に大きく減少し，令和3年度においても，ほぼ横ばいの傾向である。

・利用統計を整理する上で，大分類を「学校教育」「社会教育」「その他」で再整理した。（別紙：参考資料２）

　⇒「社会教育」のうち，スポーツ少年団への貸出を「子供会・育成会」で分類・集計してきたが，活動形態が異な

　　ることから，「保護者会」の分類を新設。

　⇒「その他」で分類していた「生涯学習認定団体」の分類を新設し，「社会教育」の大分類内で仕分けた。
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・平成30年度から令
和2年度までは，年間
の貸出点数。
・令和3年度は1月31
日までの貸出点数。
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令和３年度　視聴覚ライブラリー利用状況　　【団体別施設利用件数：令和3年4月1日～令和4年1月31日】    

試写室
（1）

試写室(2)

LL パソコン 収録室 調整室
収録室
調整室

映像教材の
制作

録音教材の
制作

映像教材の
制作

録音教材の
制作

16ﾐﾘﾌｨﾙﾑ
の試写

ビデオ
の試写 月 ３年度 ２年度

幼稚園 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 ４月 6 0

小学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ５月 7 4

中学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ６月 17 16

高等学校・大学 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 ７月 12 19

特別支援学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ８月 7 20

その他学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ９月 6 16

生涯学習認定団体 0 40 1 0 0 1 0 0 0 0 0 42 35 １０月 11 11

児童福祉 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 3 7 １１月 25 8

子ども会・育成会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 １２月 31 11

保護者会 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 １月 29 8

PTA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ２月

障害福祉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ３月

高齢福祉者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 合計 151 113

公益的団体 0 3 0 0 0 1 0 2 0 0 0 6 16

協力団体 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 6 3

医療法人等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他社会教育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

官公庁 0 20 1 0 0 11 0 25 0 0 0 57 46

個人 0 19 0 0 19 0

一般企業 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 63 38 0 0 19 0 31 0 0 0 151 113

0 47 0 0 0 32 0 31 0 3 0 113

0 134% 0% 0% 0% 59% 0% 100% 0% 0% 0% 134%

前年度

その他

前年比

月別利用件数
前年
同期

利用の種類

学校
教育

社会
教育

施設名 LL・パソコン室 スタジオ 教材制作室（1） 教材制作室（2）
合計
件数

合計

－
４

－

参
考

資
料

1



【 団体別視聴覚「教材」・「機材」貸出数（累計）】

区分 団体
16ﾐﾘ
ﾌｨﾙﾑ
(点数)

VHS

(点数)

DVD

(点数)

その他
AV教材
(点数)

合計
前年
同期

16ﾐﾘ
視聴
(人数)

16ﾐﾘ
貸出
(件数)

DVD等
視聴
(人数)

DVD等
貸出

(件数)

16ﾐﾘ
映写機
(点数)

液晶ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾀｰ
(点数)

カメラ

(点数)

その他
AV機材
(点数)

合計
前年
同期

貸出
件数

利用
人数

全体
件数
合計

全体
人数
合計

幼稚園 6 0 4 0 10 7 252 2 430 3 2 6 0 20 28 29 5 335 10 1,017
小学校 0 0 67 0 67 54 0 0 2,410 25 0 1 2 92 95 94 8 3,938 33 6,348

学校教育 中学校 0 0 5 0 5 14 0 0 542 3 0 11 5 259 275 281 19 9,570 22 10,112
高等学校・大学 0 0 5 0 5 0 0 0 24 3 0 2 2 8 12 0 4 4,582 7 4,606
特別支援学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他学校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 0 3 267 3 267
小計 6 0 81 0 87 75 252 2 3,406 34 2 23 9 379 413 404 39 18,692 75 22,350
生涯学習認定団体 0 0 3 0 3 0 0 0 26 3 0 4 0 10 14 11 5 36 8 62
児童福祉 74 0 324 0 398 413 1,217 30 7,010 178 21 117 132 899 1,169 1,455 18 898 226 9,125
子供会・育成会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 56 0 0 0 0
保護者会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 23 29 31 6 250 6 250
ＰＴＡ 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0
障害福祉 21 0 16 0 37 35 237 10 204 9 6 5 0 104 115 140 0 0 19 441

社会教育 高齢福祉 50 0 63 0 113 49 1,262 12 1,180 22 9 20 0 122 151 86 5 222 39 2,664
公益的団体 1 0 23 0 24 4 13 1 280 14 0 22 3 44 69 35 21 629 36 922

　 協力団体 2 0 1 0 3 1 3 1 18 1 1 1 0 7 9 1 1 106 3 127
医療法人等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他社会教育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0
小計 148 0 430 0 578 504 2,732 54 8,718 227 37 175 135 1,209 1,556 1,848 56 2,141 337 13,591
官公庁 26 0 76 0 102 86 690 8 6,339 30 11 48 29 541 629 472 107 4,808 145 11,837

その他 相互賃借 0 0 1 0 1 7 0 0 150 1 0 0 0 0 0 5 0 0 1 150
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
小計 26 0 77 0 103 93 690 8 6,489 31 11 48 29 541 629 477 107 4,808 146 11,987

180 0 588 0 768 672 3,674 64 18,613 292 50 246 173 2,129 2,598 2,729 202 25,641 558 47,928
132 18 518 4 672 3,018 66 24,995 298 63 279 48 2,339 2,729 159 17,498 523 45,511

※ＤＶＤ･･･DVD・LD・VHDなどデジタル教材　※VHS・その他ＡＶ教材の視聴人数・貸出件数は少ないので，ＤＶＤ等の視聴人数　 ※その他AV機材・・・接続アダプタ・ケーブル類などを含む

※その他ＡＶ教材・・・スライド・ＯＨＰ・CD-ROMなど

前年同期

合計

令和３年度　視聴覚ライブラリー利用状況

＜機材のみ＞

＜教材のみ＞
＜教材と機材同時貸出＞

【 令和３年４月１日～令和４年１月３１日】

-
５

-

参
考

資
料

２



（２）視聴覚ライブラリー事業実績について

対　象 回　数 日　数
参　加
人　数

参加予定人数

学・社団体 558 ― 47,928 80,400

機材･教材(16mm.)の貸出し 学・社団体 64 ― 3,674 4,000

機材･教材(ビデオテープ･DVD)の貸出し 学・社団体 292 ― 18,613 26,000

機材のみの貸出し 学・社団体 202 ― 25,641 50,400

2 学・社・一般 38 ― 146 1,490

3 学・社団体 63 ― 918 2,830

4 学・社団体 50 ― 97 120

5 学・社団体 0 ― 0 5

709 ― 49,089 84,845

対　象 回　数 日　数
参　加
人　数

参加予定人数

1 一般 14 7 205 500

2 一般 14 7 205 500

3 一般・児童 15 8 337 300

4 一般・児童 3 3 154 600

5 一般・児童 9 9 54 480

6 一般・児童 2 2 33 150

57 36 988 2,530

対　象 回　数 日　数 人　数 参加予定人数

1 学（幼・保） 8 4 67 60

2 学・社・一般 2 2 20 20

3 学・社・一般 1 1 2 4

4 学・社団体 9 9 12 35

5 学・社団体 5 5 13 25

6 学・社・一般 1 1 4 40

7 学・社団体 33 31 72 40

8 学・社団体 4 4 72 50

9 中学･高校・一般 5 5 13 36

68 62 275 310

録音機器操作研修（スタジオ利用者向け）

ビデオ編集機操作研修（制作室利用者向け）

視聴覚機器貸出時操作指導

パソコン室施設利用者研修（パソコン講座主催者向け）

合　　　　　計

宮っ子チャレンジウィーク等受け入れ

出前映画会（河内地区市民センター　ほか）

内
訳

スタジオの貸出し

1

視聴覚機材・教材の貸出し

イ　映画会

名画鑑賞会（東市民活動センターホール・南図書
館サザンクロスホール）

地域映写会（映写ボランティア委託）

アニメ映画会（ほしぞら映画会を含む。）

日本映画劇場

20世紀名画座

試写室の貸出し

合　　　　　計

１６ミリ映写機技術者再講習会

（令和３年４月１日～令和４年１月３１日)

出張講習会（団体，施設向け）

合　　　　　計

ウ　講座・研修等

事　　業　　名

パソコン活用研修（Zoom）

１６ミリ映写機技術者養成講習会

ア　貸出事業

事　　業　　名

パソコン室の貸出し

事　　業　　名

教材制作室の貸出し

－６－
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対　象 回　数 日　数
参　加
人　数

参加予定人数

1 学・社団体 52 50 97 70

52 50 97 70

回　数 日　数 参加人数 参加予定人数

886 148 50,449 87,755

対　象

1 学・社・一般

2 ボランティア会員

3 学・社団体

対　象

1 運営委員

2 学・社・一般

3 学・社団体

4 学・生・地

5 学・社・一般

6 ボランティア会員

　⇒　パソコン活用研修は，「Zoomの活用（リモート会議主催者編）」を実施。生涯学習団体や福祉施設の職員を中心に67名の参加があり，好評
　　　を得た。

　⇒　前回の委員会での意見を踏まえ，11月の映画会からアンケートを実施中。（来場したきっかけ，年齢層，来場の頻度，作品への感想など）

【事業実施に関する補足】

　⇒　いじめ問題や防犯教育に関するアニメ教材を購入したほか，名作アニメ作品（ジャングル大帝）や，家族愛を描いた劇映画作品の購入準備
　　　を進めている。

ウ　講座・研修等について

オ　保存・整理について

　⇒　教材目録のうち，利用頻度の高い「劇映画」について，内容が分かりやすくなるよう，作品の「あらすじ」を付す作業を行っている。

カ　その他

イ　映画会について

　⇒　映画会は，感染対策を行いながら実施した。駅東公園を会場とした「ほしぞら映画会（7月25日開催）」においては，162名の来場があった。

オ　保存・整理

10月作成

事　　業　　名

地域映像の収集・保存

地域映像の撮影・編集 本市事業等の撮影・編集

事　　業　　名

視聴覚ライブラリー運営委員会

備　　　考

2回開催（7月･2月）

視聴覚教材（DVD・１６ミリ映画フィルム）目録
の作成

事　　業　　名

各団体の視聴覚教材制作

合　　　　　計

各事業の総合計

8ミリ映写機の貸出・郷土資料の収集

※「学・生・地」：小中学校・生涯学習センター・地区市民センター

視聴覚機材・教材の選定，購入，整備

機材・教材等の搬送

ホームページの管理・更新

映写ボランティア及びビデオボランティアの連携

随時

DVD7本購入（10月），日本ユニセフ協会からDVD学習教
材4本入手（10月），DVD10本を購入予定（3月）

5回

※「学・社・一般」：学校教育関係者・社会教育関係者・一般市民

※「学・社団体」：学校教育団体・社会教育団体

随時

広報紙「ＡＶＬうつのみや」発行

カ　その他

2回（4月･10月）発行

合　計（ア+イ+ウ+エ）

備　　　考

エ　教材等の制作

－７－



視聴覚ライブラリーへの指定管理者制度の導入について 

 

１ 概要 

(1) 導入施設 

  ・宇都宮市立視聴覚ライブラリー(宇都宮市中今泉３丁目５番１号 東図書館３階) 

※ 導入にあたっては，既に指定管理者制度を導入している河内図書館に，新たに東図

書館，上河内図書館及び視聴覚ライブラリーを加え，一括して指定管理者制度を導

入する。 

 

（2）指定期間 

令和４年４月１日から令和９年３月３１日までの５年間 

 

(3) 指定管理者の主な業務 

  ア 管理運営業務 

   ・視聴覚機材や教材の貸出・返却，点検や修繕等の定型的業務 

   ・スタジオ等の貸出（使用許可）に関する業務 

   ・施設やサービスの利用案内，広報活動 

   ・施設及び設備の維持管理業務（図書館と一体的に実施：清掃・警備・設備の保守点

検等） 

  イ 指定事業（従来からの継続事業：映画会，講座等） 

  ウ 自主事業（指定管理者の創意工夫により実施：新規イベント等） 

 

２ 選定経過等 

  令和３年 ６月 公募開始 

      １０月 指定管理者選定委員会（候補者の選定） 

    １１月 仮協定の締結 

      １２月 議決，協定の締結 

  令和４年 ４月 指定管理者による管理運営開始 

 

３ 指定管理者 

紀伊國屋書店・大高商事共同事業体 

資料３ 

－８－ 



指定管理者制度導入に伴う視聴覚ライブラリー事業について 

 

１ 管理運営業務（視聴覚ライブラリーの基本となる業務） 

（1）視聴覚機材・教材の適正管理 

返却時点検や利用者からの報告等に基づく，迅速かつ適切な修繕・メンテナンス，職員

による日常的な点検，専門業者による随時の点検・整備により，視聴覚機材・教材を適正

に管理し，利用者が常に安定的に利用できるようにする。 

 
（2）視聴覚機材・教材の拡充 

視聴覚機材の性能向上や新製品の情報等を把握し，計画的に視聴覚機材の更新を進める

とともに，学校の教育課程や社会情勢の変化に対応した視聴覚教材の導入を進める。 

 
（3）視聴覚機材・教材の周知・広報 

整備した視聴覚機材・教材について周知し，教育機関等の利用促進を図るため，ホーム

ページや機関紙等の充実を図る。 

 
（4）視聴覚機材・教材の利活用支援 

・視聴覚教材として活用できるよう，利用団体が撮影した動画の編集や教材制作の支援を

実施するとともに，コロナ禍における新しい生活様式を踏まえたニーズにも対応できる

よう，リモート講座用の教材制作に関する相談対応，作成した教材の利活用に関する支

援を実施する。 
  ・学校における事業が円滑に行えるよう，音響や映像に関する機材の取扱いについて支援

を行うとともに，事業に必要な機材の貸出を行う。 
・貸出教材の利活用を促進するため，自作教材等の効果的なＰＲを行うとともに，学校巡

回図書サービスを活用した貸出と支援の充実を図る。  
 

（5）パソコン室・教材制作室・スタジオの適正管理 

利用者が良好な環境で各室を利用できるよう，引き続き感染症対策を行うとともに，設

置機器の点検・整備を随時実施する。 
 

（6）教材・記録のデジタル化 

視聴覚ライブラリーが制作した教材・記録について，劣化の見られる媒体から順次，肖

像権等に注意しながら，新しい記録媒体に変換するなど，保存性の向上を図る。 

 
２ 視聴覚ライブラリー事業 

（1）各種研修会・講座の開催 

  ・利用団体職員が ICT に対応し，映像編集や教材制作に必要なパソコン操作スキルを習得

できるよう，パソコン活用研修を開催する。【指定事業】 
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・古き良き映像を後世に残していくとともに，デジタルでは得ることのできない良さや想

像力を体験する機会を市民に提供するために，16 ミリフィルムに関する知識や取扱い

のノウハウを習得できるよう，16 ミリ映写機技術者養成講習会を開催する。【指定事業】 
 

（2）パソコン室・教材制作室・スタジオの利用促進 

・学習活動や視聴覚メディアの創作を核としたコミュニティ活動の推進に資するよう，施

設についてホームページや機関紙等を通じた周知を行い，利用促進を図る。【自主事業】 

 
（3）教育的・普遍的価値を有する映像コンテンツの普及 

・映像を通じて，作品の時代背景や文化・習俗等を振り返るとともに，制作に関わった人々

の思いや表現などの普遍的価値に触れる機会を提供するほか，地域とのつながりや多世

代のつながりなどを通じたコミュニティ形成の機会づくりとなるよう，うつのみや映写

ボランティアの会と連携しながら各種映写会を開催する。【指定事業】 
・映像を通じて昔の記憶を想起する心理療法である「回想法」に着目し，懐かしい映像を

見て参加した人達が語り合えるような映写会を開催する。【自主事業】 
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